
 

 

連絡先：白井市根 1808-6  TEL：090-4429-9100  

第 1回定例議会では、34 議案と１件の陳情審査が行われました。小田川

あつ子の「一般質問」と新年度予算の「ここに注目！」をお届けします。 

 

障がい者を取り巻く社会は大きく変わり、「保護される者」から「自分らしく生き

る」へと自由度が広がりました。障がい者も社会の一員として認められ、生活の糧

を得て、自分の楽しみを追求できる時代は始まっています。社会的自立を促すため

には、教育・療育の充実、障がい理解の浸透、家族依存からの脱却が必要です。 

昨年は障がい者雇用水増し問題が発覚。法定雇

用達成のための大規模採用があり、本来働けたは

ずの障がい者の雇用が回復しました。けれども、

採用試験、職場の受け入れ等体制は不十分のまま

で、せっかく就職しても離職しかねません。市は

法定雇用人数はクリアしており、昨年スタートし

たチャレンジド・オフィスも順調な滑り出しです

が、もう一歩当事者に歩み寄る姿勢が足りません。 

障がい理解の職員研修の徹底と、職員定員管

理指針に退職者を見すえて障がい者採用枠を盛り

込むこと、当事者目線の情報提供を要望しました。 
 

こども発達センターは過密状態で就学前のお子

さんの指導に力点を絞っています。しかし、専門

家の指導は必要量・回数を継続して受けること、

就学後も続けることで効果が定着するのです。地

域の中核的支援を担う児童発達支援センターの整

備は「設置を計画に位置付け、2020 (H32) 年度

を目途に検討を始めたところ」との答弁でした。 

今の発達センターを中核的存在として、事業

所との連携や学校訪問を可能とし、専門的指導を

受ける場を広げ、自分らしく生きる支援を適切な

時期に受けることができるよう要望しました。 
 

 

小田川あつ子の活動の約束 

❶生活者の視点で政策提言します！ 
 わかりやすい市政情報の公開・共有に努め、みなさんとの意見交換を
通して生活に根差した課題を受け止め、それを合理的で具体的な政策と
して提案し、実現に向け努力します。 

❷だれもが暮らしやすい白井をめざします！ 
 障がい当事者家族としての実体験をいかし、高齢者や子ども等社会的
弱者の視点からも問題を捉え、多様性や包容力のある「人に優しいまち
づくり」を考えます。 

❸税金の使い方を厳しくチェックします！ 
 そのために、税金の使われ方に無駄はないのか、無理な借金をしてい
ないか、市民サービスの優先順位はどうかなど見極めてチェックします。 

小田川あつ子のプロフィール  
1967 北海道生まれ 51 才 

1992 結婚と同時に白井市（中

木戸）へ転入 

1994 第一子出産。障がい告知

を受け不安になるが、後の社

会活動の原動力になる 

2015 白井市議初当選 

教育福祉常任委員、議会だよ

り編集委員、柏･白井･鎌ヶ谷

環境衛生組合議員も兼務 

◉清水口学童元会長／七次台学

童元副会長／共に育つ教育を

考える会「つみき」前会長 
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